
地籍問題研究会では、このたび、第17回定例研究会を下記の日程にて開催するはこびとなりました。

17:00-17:15　質疑

第17回定例研究会のお知らせ

地籍問題研究会

◆傍聴について◆

　本研究会につきましては、一般傍聴は資料代を含めて3,000円をいただきます。

■ 日時 平成28年11月26日（土）13 :00～

■ 会場 明治大学駿河台キャンパス　リバティタワー3階1031教室（東京都・千代田区）

■ 12:30-13:00　　受　付

■ 13:00-17:20　　地籍問題研究会・第17回定例研究会

■ テーマ テーマ　公図の源流をさぐる

13:10-14:10　「大和国における地租改正地引絵図の作成経緯と地割に関する諸問題」

報告者　土平博氏(奈良大学文学部地理学科教授）

國吉正和氏(当研究会幹事）

13:00-13:05　主催者挨拶

14:20-15:20　「公図の沿革と現代的意義」

報告者　藤原勇喜氏(藤原民事法研究所代表、当研究会監事）

（休 憩）

協力：日本土地家屋調査士会連合会、東京土地家屋調査士会

亀田浩一郎氏(明治大学法学部准教授）

13:05-13:10　来賓挨拶

16:00-16:30　「地租改正当時の富山県」

報告者　砂道章会員(土地家屋調査士（富山県土地家屋調査士会））

15:30-16:00　「江戸時代から現代への地籍図及び土地境界の変遷　―滋賀県大津市を事例として―」

報告者　西村和洋会員(土地家屋調査士（滋賀県土地家屋調査士会)）

 基調講演

 会員からの研究報告

16:30-17:00　「公図における信頼性の検討」

報告者　山田榮冶会員(土地家屋調査士（秋田県土地家屋調査士会)）

17:15-17:20　諸連絡

（休 憩）



 

■ 会場案内
明治大学駿河台キャンパス　リバティタワー3階1031教室
東京都千代田区駿河台1-1

■ 懇親会
18：00～20：00　明治大学リバティタワー23階宮城浩蔵ホール
会費　4,000円（当日支払い）

　日　時　平成２９年３月１８日（土）

　会　場　機械振興会館ホール（東京都・港区芝公園）　　　　　　　　

　

※第１８回定例研究会のご案内

地籍問題研究会第１８回定例研究会は、下記の会場・日程で開催される予定です。

事務局長　小栁春一郎（獨協大学法学部法律学科教授）
事務局　171-8516　東京都豊島区南長崎3-16-6　日本加除出版株式会社
電話　03-3953-5757(代)　ＦＡＸ　03-3953-5772
電子メール　makabe@kajo.co.jp（担当・企画部　真壁）

・御茶ノ水駅（JR中央線・総武線、東京メトロ丸ノ内線）徒歩約3分 

・新御茶ノ水駅（東京メトロ千代田線）徒歩約5分

・神保町駅（都営地下鉄三田線・新宿線、東京メトロ半蔵門線）徒歩約5分

　※東京駅→御茶ノ水駅＝所要約5分

　※上野駅→（秋葉原駅）→御茶ノ水駅＝所要約11分

　※新宿駅→御茶ノ水駅＝所要約10分


